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4. 研究・事業の目的 

草原の多面的な生態系サービスのうち、今年度は生物多様性・遺伝資源・炭素貯留を対象に、植物－微

生物共生系における生物間相互作用の実態や効用、草原一次生産物のライフルサイクルアセスメントに注

目して、生態系サービスの可視化・解明につながる重要なステップのいくつかを明らかにする。 

 

5. 研究・事業の成果の概要 

1） 菅平の草原は 300 年～4000 年以上の歴史を持つ 

菅平高原の空中写真と古地図の解析によって、1722～1881 年の間は菅平高原のほぼ全域が草原であり、それ以降に

草原面積が急減したことが分かった。これは国内地域の草原面積の変遷を調べた研究の中でもっとも古い年代に遡っ

た研究となった。また、菅平高原の中にも、300 年以上続く古い草原と、50～75 年程度しか続いていない新しい草原

があることが分かり、草原の生態系サービスの基礎となった。 

 

2） 歴史の古い草原は植物－微生物共生系が豊か 

 私達のグループによってこれまで、古い草原の方が植物の多様性が高いことが分かっていた。今回、古い草原では、

植物の根に共生しているアーバスキュラー菌根菌の系統多様性が高いことが分かった。土壌から多種植物の根をふる

い分けた混合根サンプルでも、ススキ根サンプルでも、アーバスキュラー菌根菌の系統数が古い草原の方が高くなっ

ており、これは菅平高原と霧ヶ峰高原で共通していた。 

 植物共生菌が持つ抗微生物活性とその創薬成功率・利益を元に、草原生態系の植物－微生物共生系が持つ創薬価値

を求めたところ、6ha の草原に 58 億円もの価値があることが分かった。今後、古い草原の方が創薬価値も高いのかど

うかの検証が望まれる。 

 今回の創薬価値の試算にはまだ入っていないが、菅平実験所の草原から単離した 94 株の植物共生菌で新たに抗マラ

リア原虫活性の試験を行ったところ、ススキとカワラマツバに由来する 2 株で、高い抗マラリア活性が見つかった。

このように、これまで未評価だった原虫活性を含めることで、草原の持つ創薬資源価値の推定値がさらに高くなると

期待される。 

 また、菅平のツリガネニンジンとヤマハタザオから分離した Colletotrihcum 属菌が、リン欠乏条件におけるシロイ

ヌナズナの成長促進機能を持つことも分かった。これは、草原の植物共生微生物が、農業資材としての経済価値も持

つことを示している。 

 こうした様々な機能未知の多様な微生物を検出・培養する方法として、植物を活かしたまま採集してボット栽培し、

追跡観察する方法を試行した。その結果、早期に消失するために観察が難しいヤマハタザオのリターから、糸状菌デ

マチウム科（Dematiaceae）の未同定系統を 2 つ検出した。私達のグループは DNA レベルでは菅平実験所のヤマハタザ

オから担子菌門クロボキン亜門のエントリザ属を検出しており、これは日本産未記録で、近年独立門として提唱され

ているため、詳細な研究が求められる分類群である。今回確立しつつある植物共生菌の追跡・検出方法は、こうした

希少分類群の検出・培養にも効果を発揮すると期待される。 

 

3） 歴史の古い草原は炭素蓄積が豊か 

 菅平高原実験所には、古い草原と、それが森林化して 10～50 年経過している所がある。それらの場所で地下の炭素

量を測定したところ、森林化すると地下 10～60cm の炭素量が大きく減少していた。これらの結果をもとに草原と森林

の炭素蓄積量を比較すると、純一次生産は草原が 6.6 トン C/ha/年、森林が 6.1 トン C/ha/年と草原の方がやや多かっ

た。植物体地上部は草原が 3.3 トン C/ha、森林が 27.7 トンであり、森林が 8～9 倍多いのに対し、植物体地下部は草

原と森林ともに 8～9 トン C/ha 程度で有り、あまり違わなかった。土壌炭素が、草原が 440 トン C/ha、森林が 255 ト

ン C/ha と植物体よりもはるかに大きく、草原が森林の倍近く多かった。以上のことから、歴史の古い草原は土壌に大

量の炭素を蓄積しており、森林と比較しても炭素蓄積は決して少なくない。草原の森林化によって土壌炭素が急速に

放出される懸念がある。 

 



 

 

以上の研究によって、歴史の古い草原生態系がもつ生物多様性、創薬などの遺伝資源供給サービス、炭素貯留サー

ビスについての研究が進んだ。これらの成果のうち、草原の歴史や生物多様性の部分については、3 月に行われた第

69 回日本生態学会大会で、研究代表者らがシンポジウム「半自然草原の歴史が織りなすレガシー効果：群

集集合の理解と生物多様性保全への応用」を企画して紹介した。また、この基盤研究を土台として、3 月

27 日には山岳科学センターシンポジウム「草原のつながり～人と自然が織りなす歴史遺産～」を開催し、

その中で研究代表者は古い草原が持つ遺伝資源供給サービスを紹介した。 

 

6. 研究業績・事業実績 

 

7. 収支 

配分決定額 

実 支 出 額 の 使 用 内 訳                  

物 品 費 旅   費 人件費・謝金 そ の 他 合   計 

900,000円 767,332円      72,960円      0円   59,708円 900,000円 

備   考  
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